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埼玉県在宅医療連携拠点協議会（通称：さいれん会）の経緯
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⚫ 埼玉県内に在宅医療連携拠点の設置が進み、コーディネーターも配置され

たものの、コーディネーターは前例のない新しい取組に模索しながら業務に取

り組んでいる状況があった。

⚫ そこで県は在宅医療連携拠点向けの研修会を定期的に開催、その中で

コーディネーター同士の「顔の見える関係」ができてきた。そして、医療介護専

用SNSの「埼玉県在宅医療連携拠点CNグループ」（県担当もメンバー）

を活用、コーディネーターひとりでは解決困難な課題を共有し、相互支援で

解決を図る、不安や悩みの共有等を通じて助け合う体制を作ってきた。

⚫ 各種取組のノウハウ、経験の共有によって作られてきた拠点間の連携をよ

り強固にし、各拠点の更なる発展を目指し、県内コーディネーター有志に

よって「埼玉県在宅医療連携拠点協議会（通称：さいれん会）」が令

和元年11月に立ち上げられた。

⚫ 埼玉県下のコーディネーターは全員さいれん会に含まれている。現在、事務

局はエリア担当制で、その中から会長・副会長が専任され、１年おき交代

の持ち回りで運営されている。



さいれん会の取組
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⚫ 「さいれん会」はコーディネーターによる交流・情報共有・相互支援の場であ

り、コーディネーターが孤立せず思いを伝え、支え合う環境が作られている。

⚫ 活動を続ける中、全国のコーディネーターの「知」を集めて共有し、つながり

を深める機会が欲しいと考え、「埼玉県在宅医療連携拠点協議会～

HITOYOSEKAI～」を年１回開催、県外からの参加者も募る等の取組を

行う他、医療介護専用SNSにも「繋がろう！在宅医療連携拠点」のグ

ループを作成している。

⚫ 全国のコーディネーターとの取組の共有、コーディネーター

についての周知、情報発信を目指して、日本在宅医

療連合学会でも発表も行う等し、コーディネーター自ら

によるコーディネーター間の連携推進にも取り組んでいる。



埼玉県在宅医療連携拠点協議会～HITOYOSEKAI～（年１回開催）
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4資料提供：埼玉県在宅医療連携拠点協議会（さいれん会）

• 自分の力が足りなくても補い合えば何とかなる。

• チーム力を上げるには一人で頑張りすぎないこと

• 年に１回「埼玉県在宅医療連携拠点協議会
～HITOYOSEKAI」開催しているので、そこが
注目されることが多いと思うが、 実行するために
何回も顔を合わせていることが重要だと思う
（ZOOMだとしても）。メンバーが定期的に集
うことで、自然と親しくなり、繋がっていることを体
感することができる。そこが一番の強みだと思う。

• 拠点には色々な経験の持ち主が多く、人材の
宝庫。

前会長・野上めぐみ氏コメント

埼玉県在宅医療連携拠点協議会～HITOYOSEKAI～（年１回開催）
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